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専門は社会学。研究分野

は、社会醒治と 「言葉の力」.

「災書田査は瓢 と言いな

がら、質問に丁事に答えてく

れた。

似 に r― 」という

考え方を取り入れることを提

案。社会を芸符作品に見立

て、街の景何だけでなく 「人

々の暮らしぶりに 「張りJが

あるか」 「人と人の関策前い

地よいか」といった観点で見

る手法だ。

50Mい 研究所のメンパー

は、職桑も専門分野も多租多

路  rま とめるのは大変です

ね」と3ね たら 「まだ意見を

出し合っている段階なので。

集約する時は大変かもしれな

いですね」と笑った。

研究所の根立準備段階か

ら、口学長として中心的存在

だった。 「現掲を踏みながら

よりよい社会制度を考えてい

きたい」と思 っていたとい

う。その思いを今、実陰して

いるという充実感がみなきっ

ていた。

「現
場
踏
み
制
度
考
え
る
」


